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都市計画案（都市計画法第１７条）に対する意見書の要旨及び区の見解 

 

・東京都市計画公園 都市計画公園天王公園の変更 

 

【実施概要】 

実施内容 期 間 意見書の数 

都市計画案の公告・縦覧   

意見書の提出 

令和４年２月４日～２月１８日 ２通 

 

 

【意見書の要旨と区の見解】 

 意見書の要旨 区の見解 

   

１ ・ 都市計画区域に堤防側の道路を入れないでほしい。方向性とし

て検討されている園路として組み込まれてしまうと、車両の通

行に制限がかかり、使い勝手が悪くなる。また、川側をスーパ

ー堤防として整備するにしても、町屋側の道路とシームレスに

つなぐとともに、日光街道や川の手通り方面にも、将来的に接

続できる余地を残すべきである。  

・ この公園につきましては、隅田川に接する立地の特性を生かすとと

もに、堤防の防災性向上を図るため、水辺に親しむことのできるス

ーパー堤防と一体的に整備することが不可欠であると考えており

ます。このため、今回の都市計画変更におきましては、河川区域と

道路も合わせて都市計画公園区域として指定したいと考えており

ます。なお、公園の整備内容につきましては、園内通路の設置位置

や車両等の通行規制等も含め、今後検討してまいります。 
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２ ・ 既存の天王公園の水遊び場は、戦後まで木材貯蔵の池があり、

子供・大人の遊び場であったことを再現したものである。今回

の拡張用地付近には、かつて千住製絨所や東京スタジアムがあ

り、これらは隅田川を利用した水運が物流や人流、情報の集積

をもたらせたもので、こうした歴史・文化を生かしてほしい。 

・ 大人も十分に楽しめるように、都市型の景観を取り入れた公園

や、隅田川河畔のミズベリングを活かした公園としてほしい。

具体的には、緑の多い並木道、ボートを浮かべられる水路（幅

６ｍ以上で、隅田川の上澄みの水を活用し循環）、水路沿いの植

栽を設けるほか、自由に使える椅子を並べ、土日に軽食などの

屋台（２店程度）が設置できるスペースを確保する計画として

ほしい。 

・ 芝生面積を広くして子供たちの遊び場や災害時の空地とするの

では、折角の場所を活用できない。川の水を活かした公園作り

に経験豊富な吉村伸一先生の指導を頂くことを提案する。 

・ 「ゆいの森」や「荒川自然公園」と、「汐入公園」へのコースの

中間地点となり、隅田川河畔の良さを知ってもらう貴重な場所

になるよう計画を進めるとともに、地元の人達の意見を聴くプ

ロジェクトも加えてほしい。 

・ ２５年後の景観づくりを目標にした公園づくりを進めてほし

い。 

・ 現行の天王公園を含め、約２ｈａの公園として整備する、この公園

を区民の皆様に愛される公園としたいとの想いは、区も同様でござ

います。このため、ご提案のように地域の方々を始め、多くの区民

の皆様や専門家などのご意見を聴きながら公園のプランを練って

いく予定です。また、整備内容に対するご提案につきましては、約

２ｈａという限られたスペースの中で、子供から大人まで楽しめる

公園として、どのようなものが実現できるか、今後検討してまいり

ます。 

   

   

   

 


